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第３期安曇野市地域福祉計画・地域福祉活動計画

【図１：各種計画との関連】

理念・愛称 基本目標 施策・活動の目的 施策・活動の取組内容

【
愛
称
】
福
祉
83
プ
ラ
ン
（
ふ
く
し
は
ち
さ
ん
プ
ラ
ン
）

【
理
念
】
83
の
地
域
が
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
輝
か
せ
支
え
合
い
の
風
土
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

基本目標１

支え合い安心して
その人らしく
暮らせる
地域のしくみづくり

基本目標２

生きる喜びを
感じながら
お互いの顔が
見える関係づくり

基本目標３

地域の支え合いを
担う人づくり

1－1
安全・安心のしくみづくり

1－2
生活課題を解決する
しくみづくり

1－3
活動を推進する
地域のネットワークづくり

2－1
健康・長寿と
生きがいにつながる仲間づくり

2－2
子ども・子育てに係る
支えあいの関係づくり

2－3
誰もが活動参加できる
環境づくり

3－1
福祉の意識を高める
機会づくり

3－2
地域福祉活動の担い手づくり

1－1－1  83 区の支援体制の充実

1－1－2  防災・災害時の支え合い強化

1－2－1  包括的な相談支援体制の構築

1－2－2  予防を目的とした福祉の推進

1－3－1  地域福祉活動への参加促進

1－3－2  地域協働のまちづくり

2－1－1  健康 ･ 生きがいづくりの推進

2－1－2  活動拠点の拡充

2－2－1  子育てしやすい環境整備

2－2－2  次代を担う豊かな人づくり

2－3－1  社会参加の機会と環境づくり

2－3－2  つながりあう地域づくり

3－1－1  福祉学習の推進

3－1－2  人権と共生の意識向上

3－2－1  地域福祉の担い手育成

3－2－2  担い手を支えるしくみづくり

住民参加型の福祉計画へ
「83 の地域が」という意味は、83 の地域でやっていけるようにしていくこ

とであって、これまで以上に 83 区に注目、集中していくことが重要になって
きます。政策も資源も人材も 83 区に注目、集中しなければ「83 区は」とい
う主語が台無しになってしまいます。そういった意味で大きな挑戦を今回す
ることになります。今後、住民参加型の福祉計画としてこの計画を活用して
いくためには、伝統的な地縁関係と新しいコミュニティとの関係の調整も必
要となるでしょう。また、「助けて」を言える価値の共有が図れるかなど今を
生きる故の柔軟な参加の仕方もあるでしょう。皆さんが参加できる舞台は整
いつつあります。

市地域福祉計画推進・策定委員会

会長　尻
し り な し は ま

無浜 博幸

福祉8
は ち さ ん

3プラン
地域共生社会の実現を目指し、計画を推進します。

第 ３期安曇野市地域福祉計画・地域福祉活動計画（愛称：福祉
83 プラン）は、地域福祉の指針や具体的な活動を示す計画

です。このたび、平成 30 ～ 34 年度の計画を策定しました。
完成した計画冊子

市
に
は
、
83
の
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
主
体
的
な
自
治
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
区
で
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
た
い

と
い
う
願
い
を
込
め
て
、「
福
祉
83
プ

ラ
ン
」
と
い
う
愛
称
に
し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
と
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
地
域
の
生
活
課
題
を
世
代
や
分
野

ご
と
の
関
係
を
超
え
た
支
え
合
い
で
解

決
し
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
取
り
組
み

で
す
。

地
域
福
祉
の
総
括
的
な
計
画
と
し

て
、
市
町
村
が
策
定
し
ま
す
。

市
の
総
合
計
画
を
は
じ
め
、高
齢
者
、

障
が
い
者
、
児
童
、
健
康
推
進
な
ど
の

保
健
福
祉
に
関
連
す
る
市
の
分
野
別
計

画
と
整
合
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
福
祉
に
か
か
わ
る
基
本
的
な
事
項
を

定
め
ま
し
た
。（
図
１
）

ま
た
、
今
回
の
計
画
か
ら
、
こ
れ
ま

で
市
が
策
定
し
て
い
た
「
地
域
福
祉
計

画
」
と
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定

し
て
い
た
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を

一
体
化
さ
せ
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
計

画
に
し
ま
し
た
。

　
「
83
の
地
域
が
一
人
ひ
と
り
の
個
性

を
輝
か
せ
支
え
合
い
の
風
土
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
」を
基
本
理
念
と
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
を
主
人
公
に
、
区
、
支
部
・

地
区
社
協
、
福
祉
団
体
、
民
間
事
業
者

等
が
市
社
協
・
行
政
と
連
携
し
、
基
本

理
念
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
区
を
主
体
と
し
て
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
こ
と
を
改
め
て
意
識
す
る

た
め
に
基
本
理
念
へ
「
83
（
区
）
の
地

域
」
を
位
置
づ
け
、
市
の
実
状
に
合
っ

た
地
域
福
祉
を
展
開
し
ま
す
。

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
な
ど
の
課
題

を
抱
え
る
な
か
で
、
地
域
の
す
べ
て
の

人
々
が
支
え
手
側
と
受
け
手
側
に
分
か

れ
る
の
で
は
な
く
、
誰
も
が
役
割
を
持

ち
、
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
主
体
性
に
基
づ

き
、「
他
人
事
」
で
は
な
く
、「
我
が
事
」

と
し
て
捉
え
る
考
え
方
、
そ
し
て
、
対

象
や
分
野
の
関
係
を
超
え
て「
丸
ご
と
」

つ
な
が
る
包
括
性
の
あ
る
地
域
を
育
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

計
画
の
体
系
は
（
図
２
）
の
と
お
り

で
す
。
定
め
ら
れ
た
「
理
念
」
の
基
に
、

3
つ
の
「
基
本
目
標
」
が
定
め
ら
れ
、

8
つ
の
施
策
・
活
動
の
「
目
的
」、
16

の
「
取
組
内
容
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
具
体
的
な
取
組
施
策
と
し

て
、「
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
」

に
お
い
て
は
、
行
政
で
は
「『
母
子
・

子
育
て
相
談
窓
口
』
の
開
設
に
よ
る
切

れ
目
の
な
い
相
談
支
援
の
提
供
」、
市

社
協
で
は
「
児
童
館
に
お
け
る
地
域
ふ

れ
あ
い
事
業
の
推
進
」、
区
で
は
「
地

域
の
見
守
り
活
動
の
強
化
」
な
ど
の
具

体
的
な
取
り
組
み
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

長
寿
社
会
課
（
１
階
�
番
窓
口
、

71
・
２
２
５
３
、

71
・
２
３
２
８
）、

各
支
所
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※元号は、便宜上「平成」を使用しています。

何
で
83
な
の
？

地
域
福
祉
っ
て
何
？

何
の
た
め
の
計
画
？

基
本
理
念
は
？

ど
ん
な
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
？

具
体
的
に
は
何
が

記
さ
れ
て
い
る
の
？

【図２：体系図】


